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新製品・新サービス・新技術

2014 11
■マイクロソフトが「.NET」をオープンソース化
■Twitter、サービス開始から現在まですべてのツイートが検索可能に
■CCC、Tカードがそのまま使える電子マネー「Tマネー」開始

12

■TSUTAYAで紙の本を購入したら電子版も無料DLできる「Airbook」開始
■「Bluetooth 4.2」策定、プライバシー機能や速度向上、IPv6対応も
■Google、Androidアプリ統合開発環境「Android Studio 1.0」正式版公開
■「4Kアクトビラ」開始、オープンインターネット経由で国内初の4K VOD
■Yahoo! BB、宅内設置用のAXGPサービス「SoftBank Air」開始
■LINE、友達への送金やサービス決済に利用できる「LINE Pay」開始
■KDDI、国内通信事業者初のFirefox OSスマートフォン「Fx0」発売

2015 01
■米Google、ドメイン名登録サービス「Google Domains」を一般公開
■Amazon.co.jp、和書にも対応したPC用「Kindle for PC」を提供
■DMM.com、世界初のロボットキャリア事業「DMM.make ROBOTS」始動
■マイクロソフト、Androidタブレット向け「Office」正式版を公開
■「SoftBank 光」開始を発表

02
■NTT東西、フレッツ光のサービス卸を開始
■「HTTP/2」仕様が正式に承認、16年ぶりの新バージョン
■LINEマンガ、ユーザーが作品を投稿できる「LINEマンガ インディーズ」開始
■Googleが検索アルゴリズム変更、サイトのモバイル対応度を重視

03
■総務省、NTT東西が提供の光回線の「サービス卸」に関するガイドライン公表
■「Android 5.1」公開、複数SIMへの対応や盗難対策を追加
■NICT、量子暗号の長距離化に必要な「量子もつれ交換」を1000倍以上高速化
■米Amazon、オンラインストレージ「Cloud Drive」の定額無制限プラン発表
■NTTとOKI、総伝送容量40Gbps・1024ユーザーの収容を可能とする技術を開発

04
■「Apple Watch」10日予約注文開始、Appleが使い方動画を公開中
■バイドゥ、日本での検索サービス終了、今後はSimejiなどモバイルに注力
■「楽天Koboライティングライフ」正式サービス開始
■Windows 10の新ブラウザー、正式名称は「Microsoft Edge」に

05
■NII、新プロトコル「MMCFTP」で世界最速クラスの長距離データ転送に成功
■パナソニック、Firefox OS搭載4Kスマートテレビを国内販売開始
■Google、Android次期バージョン「Android M」のプレビュー版を公開
■Google、容量無制限のフォトストレージサービス「Googleフォト」提供

06
■Google、動画を検証してキュレートする「YouTube Newswire」開始
■マイクロソフト、Androidスマートフォン向けOfficeアプリを正式リリース
■グノシーでマンガ配信サービス「グノシーマンガ」開始
■アマゾン、住宅リフォーム分野に参入、「リフォームストア」開始

07
■アップルが音楽サービス「Apple Music」を提供開始
■Gmail、人工ニューラルネットワークでスパムフィルター強化
■日本でもFacebookアカウント無しでMessengerアプリが利用可能に
■「Windows 10」正式版が提供開始
■「LINE」のGoogle Chromeアプリ版が登場、複数デバイスから利用可能

08
■さくらインターネットら、液体窒素を利用した超電導直流送電に成功
■楽天、独自のAndroidアプリストア「楽天アプリ市場」開始
■楽天、最短20分で届く「楽びん!」開始
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09
■アマゾンが日本でも定額制動画配信サービス「プライムビデオ」開始
■NFC決済の「Android Pay」が米国でスタート
■Amazonがテレビ向けプレーヤー「Fire TV」シリーズを発売
■富士通が既存マルチモードファイバーで伝送距離を2倍に伸ばす技術考案
■ドローンの乗っ取りを防止できる飛行誘導技術をNICTなどが開発
■GoogleがAndroid 6.0搭載のNexusシリーズやタブレットを発表

10
■シャープが歩行するモバイル型ロボット携帯電話「RoBoHoN」開発
■Amazon Web Servicesで膨大な IoTデバイスを司る「AWS IoT」発表
■アマゾンの「当日お急ぎ便」がファミマ約7100店舗で受け取り可能に
■LINEが出版事業に参入、「LINEマンガ」のオリジナル作品を紙雑誌に
■ローソン、ウェブからもチャージ可能な「おさいふPonta」提供開始

Source：Internet Watchほか

買収・IPO・合併・企業

2014 11

■Googleの非営利団体支援「インパクトチャレンジ」がアイデア募集
■マイクロソフトとDropboxが提携、DropboxでOfficeファイルの扱い容易に
■NHN PlayArtとアニメイト、乙女ゲーム事業の合弁会社を設立
■日経新聞、Evernoteに2000万ドル出資して提携、ノートに記事を自動配信
■オリックス、業務ソフトメーカーの弥生を買収
■GMO、「z.com」を8億円で取得、同社グループのグローバルブランドに
■サイバーエージェントとエイベックス、定額制音楽配信会社「AWA」設立

12

■自動記事執筆ロボットの米Narrative Science、1000万ドルの資金調達
■「CCCモバイル」設立、TSUTAYAでオリジナルスマホ発売、2015年秋から
■マイクロソフト、モバイルメールアプリ「Acompli」を買収
■ au LTE網のMVNO「UQ Mobile」、KDDI子会社が開始
■パナソニック、企業向けセキュリティ製品の開発販売会社「SecuLynx」設立
■LINE、米マイクロソフトからラジオ型音楽配信サービス「MixRadio」を買収
■ドワンゴとKADOKAWA、IT技術書新ブランド「アスキードワンゴ」立ち上げ
■面白法人カヤック、東証マザーズ市場に新規上場

2015 01 ■企業向けクラウドストレージの米Box、NY証券取引所に上場
■フリービット、スマートフォンキャリア事業を分社化

02
■日本 IBMとソフトバンクテレコム、「Watson」を日本で共同展開
■ジャパン・ライツ・クリアランス、放送分野の音楽著作権管理に参入
■フリービットとCCCがMVNOの合弁会社「トーンモバイル」
■デジタルガレージと講談社が資本業務提携、合弁会社設立も
■セルフパブリッシング支援の「日本独立作家同盟」がNPOに改組

03
■アマゾンが違法・有害製品対策へ、セーファーインターネット協会に参加
■リクルート、飲食店予約サービスを展開する独Quandooを271億円で買収
■ミクシィ、チケットフリマを運営するフンザを115億円で買収
■楽天、世界最大の電子図書館サービスを買収、米OverDriveの全株式取得
■ネットエージェント、ラックの子会社に

04
■紀伊國屋書店と大日本印刷が合弁会社出版流通イノベーションジャパン
■ソフトバンクモバイル／BB／テレコムとワイモバイルの4社が合併
■国内の大手出版社など16社、オーディオブックの協議会を設立
■DropboxがソフトバンクC&Sと提携、日本で「ビジネス向けDropbox」を販売
■メディアドゥ、OverDriveとの提携による国内向け電子図書館サービス開始
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05
■日本郵政が IBM、アップルと高齢者向け生活支援サービスの実証実験
■ソフトバンク、ヤマダ電機に227億6100万円を出資
■ IBMとFacebookが業務提携、企業の生活者向けマーケティングを支援
■東京電力の利用でPontaポイントが貯まる、リクルート・LMと業務提携へ
■Amazon.co.jp、音楽・映像レーベル「Amazon Records」設立
■DeNAとZMPが「ロボットタクシー」を実現するための合弁会社

06
■GitHubが日本法人「ギットハブ・ジャパン」を設立
■バイドゥ、ネット記事の読了測定技術などを開発する「popIn」買収
■「Netflix」、フジテレビとオリジナルコンテンツの制作・供給で合意
■英語学習サービス「iKnow!」、DMM.comへ事業譲渡、「DMM英会話」と融合へ

07
■「中小・地方・成長企業のためのネット利活用による販路開拓協議会」設立
■Twitterが日本国内に開発部門を設置へ、米国外で初のエンジニア採用活動
■SansanとNTTドコモ、法人向け名刺管理サービスの販売で業務提携
■PayPal、「戦略の違い」により eBayを離れてNASDAQに再上場

08
■Googleが体制改革、持ち株会社「Alphabet」を設立してその子会社に
■NTTドコモ、オンライン学習事業を行う新会社「ドコモgacco」を設立
■Netflixとソフトバンクが業務提携、HD画質で月額980円、4Kで1450円
■ freee、35億円の第三者割当増資を実施
■楽天、全国のローソン1万1299店舗で楽天市場の商品が受け取り可能に
■マネーフォワードとSBIホールディングスが資本提携

09
■東芝、電子書籍ストア「Book Place」をU-NEXTに事業譲渡
■LINEがオフィス移転計画発表、2017年1月から「JR新宿ミライナタワー」へ
■楽天、新社屋「楽天クリムゾンハウス」報道向け公開
■鉄道・航空・ICT企業・東大などが「公共交通オープンデータ協議会」設立

10 ■多言語音声翻訳技術に関するコンソーシアム、NTTやKDDIら14団体が設立

Source：Internet Watchほか

法制度・行政・事件・社会

2014 11
■オバマ大統領、“ネット中立性”保護のため「可能な限りの規制」を求める声明
■NTT西日本の「CLUB NTT-West」をかたるフィッシング再び確認
■組織の外部担当者をねらう「やりとり型」攻撃が再び発生、IPAが注意喚起
■ルーターから流出した1500人分の接続 ID、プロキシサーバー業者が悪用

12
■お名前.com、他人の会員 IDなど記載したメール16万4650通を誤配信
■技術評論社のサイトが改ざん被害、フィッシングが原因で不正アクセス
■NTT Com、マイクロソフト、FFRIがセキュリティ対策サービス共同開発へ
■VALUE DOMAINのネームサーバーが攻撃され名前解決などに障害

2015 01
■「So-net」メールサービスに不正アクセス、1万8877件のアカウントが被害
■ミクシィの「モラッポ」「mixiアンケート」に不正アクセス
■政府の「サイバーセキュリティ戦略本部」発足、NISCも法的位置付けを明確化
■動画のタップでスマホブラウザーを乗っ取るワンクリック詐欺が登場
■「Windows 7」のメインストリームサポートが終了
■首都大学東京、のべ5万1000人分の個人情報が漏えいの可能性

02
■東京地裁、遠隔操作ウイルス事件で被告に懲役8年判決
■ IPAが「情報セキュリティ10大脅威2015」発表、1位はネット銀行の不正利用
■マイクロソフト、サイバー犯罪対策センターの日本サテライトを開設
■Bashの脆弱性をねらったウェブサーバーへのアクセス増加に警察庁が注意喚起
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03
■コミケ準備会、TPP知財交渉について“憂慮している”との声明を発表
■ thinkTPPIPら有志がTPP著作権条項への緊急声明を政府に提出
■ JIAA、「ネイティブ広告」に関するガイドラインを策定
■国会図書館が国会議員向けのサイバーセキュリティ調査報告書をウェブで公開
■MIAU、「クラウドサービス等と著作権に関する報告書」を文化庁に提出
■ヤフー、プライバシーを侵害する検索結果の削除基準を明文化

04
■不正送金ウイルス感染端末が国内に4万4000台、警視庁が特定
■ JASRACの使用料徴収方式「新規参入排除」判断確定へ
■EU、Googleを競争法違反の疑いで警告、Androidについても調査を開始
■HTTP.sysの脆弱性を突き、WindowsをBSOD状態にする攻撃コードが出回る
■2014年のサイバー犯罪検挙件数は7905件、手口はより巧妙化（警察庁）
■アダルトサイト関連の相談が年間10万件を突破、60歳以上の割合増える

05
■「LINE」人気に便乗した標的型攻撃が発生、台湾政府機関をねらう
■ALSOKが“悪玉ドローン”対策、センサーで侵入を検知、IT警備員が対処
■TLSに新たな脆弱性「Logjam」、多数のサーバーや主要ブラウザーに影響
■Linuxベースのルーターに感染して「SNS詐欺」活動を行うワームに注意勧告
■日本語音声で警告する偽セキュリティサイト、日本から約7000件アクセス

06
■日本年金機構、ウイルス感染で個人情報125万件流出
■東京商工会議所、メールによるウイルス感染で個人情報1万2139人分流出か
■石油連盟も標的型メールでウイルス感染、情報流出を確認
■早稲田大学、メール攻撃によるウイルス感染で3308人分の個人情報流出
■ドローン映像の撮影・ネット公開に関して総務省がガイドライン案

07
■標的型攻撃や内部不正などをまとめた「情報セキュリティ白書2015」発刊
■学研、不正アクセスにより2万2108人分の利用者情報が流出の可能性
■東京大学、業務用PCがマルウェア感染、学生・教職員の情報3万6300件流出か
■ディノス・セシールの通販サイトで不正アクセス、152人分の会員情報閲覧か
■東京都、職員のPCがウイルス感染
■ラック、標的型攻撃との戦い方を記した「指南書」無償公開

08
■LINE、脆弱性発見で報奨金最大2万ドルの「LINE Bug Bounty Program」
■東京大学大学院情報学環、サイバーセキュリティ研究グループを創設
■科学技術振興機構、職員が改ざんサイトを閲覧してウイルス感染
■ JR北海道、標的型メールでマルウェア感染、運行システムに影響なし

09
■「Yahoo!メール」で約258万通のメールが消失、緊急用システムの不具合で
■「Googleクライシスレスポンス」、鬼怒川付近など最新の衛星写真公開
■千趣会、子会社のギフトサイトで個人情報13万件超が流出の可能性
■NHKニュース、東日本豪雨で過去最多300万人以上がネット試聴
■Twitterを安全に使うためのノウハウをまとめた「セーフティセンター」

10
■TPP協定が大筋合意、著作権侵害の非親告罪化は条件によって適用せず
■中国でのコンピューターウイルス感染率が上昇傾向、2014年調査で63.7%
■注文確認や複合機からの通知を装ったメールでマクロ型ウイルス拡散
■Apple IDのサインインを求める偽サイト、日本でも報告が急増

11 ■Windows Vistaで使えるAcrobat製品のサポートが終了

Source：Internet Watchほか
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その他

2014 11
■ミクシィ、「モンスト」好調で2014年度通期売上予想は1000億円に
■世界のインターネット人口は30億人を突破（ITU）
■ブロードバンド契約数、固定・モバイル合計で1億件突破（MM総研）

12
■ Instagramの月間アクティブユーザーが3億人に
■衆院選関連のツイート、期間中に1310万件
■「EPUB3」が ISO/IECから“Technical Specification”として出版
■ヤフー、Googleなど、日本の上位10サイトでPCからの利用者数が2けた減
■「.osaka」提供開始、OSAKAにふさわしい大阪人などのサイト募集

2015 01
■米Yahoo!、過去5年間で最高の月間サーチエンジン市場シェアを記録
■2014年の米国特許授与件数ランキング、IBMが22年連続1位
■Facebook、月間アクティブユーザー数は13億9000万人
■LINE、月間アクティブユーザー数は1億8100万人

02
■「SmartNews」アプリが日米合計で1000万ダウンロード突破
■中国のインターネット利用者は6億4875万人（CNNIC）
■国交省、東日本大震災の実体験に基づく内部資料をKindleで無償配信
■2014年のスマホ広告市場は前年比62%増の3009億円
■2014年の国内広告費は6兆1522億円、ネット広告は初の1兆円超え（電通）

03
■Google、Android 4.0向けChromeのサポート終了を発表
■Facebook、災害対策や対応に役立つ機能と活用事例をまとめたガイド公開
■新ドメイン「.nico」が降臨、オフィシャルなニコニコ界隈を一目瞭然化
■ JPドメイン名の累計登録数は138万7501件、1年で3万1399件増加（JPRS）
■Hulu、国内100万ユーザー突破

04
■2014年のデジタル音楽配信、CDやレコードの売上を上回る
■Google、高速プロトコル「QUIC」をインターネット標準として IETFに提案
■ IPAが「IT人材白書」2015年版を発行

05
■クリエイティブ・コモンズ、著作権の放棄を表明できる「CC0」日本語版
■ JAXA、30mメッシュの全世界標高データを無償公開
■Googleオリジナルの自動運転車、今夏から公道走行試験開始
■国会図書館、「孤児著作物」の著作者情報提供を求める公開調査
■2015年3月末時点の国内FTTH加入件数は約2665万件（MM総研）

06
■「週刊アスキー」が完全電子化
■2014年度のブロードバンド加入者数は3628万件（ICT総研）
■ ICANN文書の日本語版提供で3者が覚書、JPNIC・JPRSと翻訳業務で関係強化
■Dropbox、サービス開始から8年で4億ユーザー達成、日本は約1000万人
■2014年度の国内電子書籍市場規模は1266億円、前年比35.3%増

07
■「8時59分60秒」挿入完了、Twitter上が「うるう秒」で盛り上がる
■実名グルメサイト「Retty」のMAUが1000万人を突破
■中国のネットユーザーは6億6800万人に（CNNIC）
■通信自由化からの30年を振り返る、平成27年版「情報通信白書」公開
■NTT東西の「フレッツ・ADSL」、新規受付を2016年6月末で終了と発表

08
■「niconico」の総登録会員数が5000万人突破、プレミアム会員は250万人
■Twitter、ダイレクトメッセージの文字数制限を1万文字にまで拡張
■「Yahoo!検索」が段階的にSSL化、SSL化済みサービスは今後SHA-2を適用
■「Windows 10」リリース後4週間で7500万デバイスで稼働
■Facebook、1日の利用者が10億人を超える＝地球上の7人に1人
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09
■議論が不十分としてNTIA責任者が IANA監督権限移管の延期を示唆
■アマゾン、携帯電話番号でのサインインに対応
■国勢調査のオンライン調査、回答率は滋賀県が48.4%でトップ
■ARIN、北米地域の IPv4アドレス在庫枯渇を発表

10

■Twitter、ツイートボタン刷新でシェア数のカウント表示を廃止
■NICT、光ファイバーの最大伝送容量の世界記録更新、1本で2.15Pbps
■ JPドメイン名、累計登録数が140万件を突破
■国家試験「情報セキュリティマネジメント試験」創設、2016年4月開催
■Twitter、フォロー数の制限を5000件に拡大、全ユーザーに適用
■「楽天いどうとしょかん」にOverDriveの電子図書館サービス導入
■カスペルスキーの「ネット常識力」調査で日本は16カ国中で最下位

Source：Internet Watchほか
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